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と
こ
ろ
で
、
倭
姫
宮
は
、
大
正
十
二
年
に
地
元

伊
勢
の
市
民
や
政
界
、
神
宮
司
庁
ら
の
人
々
の
長

年
の
熱
意
と
運
動
が
国
を
動
か
し
、
ご
鎮
座
が
認

め
ら
れ
た
別
宮
で
す
。
し
か
し
、
そ
の
熱
意
の
源

に
は
中
世
か
ら
明
治
期
ま
で
地
元
民
ら
の
篤
い

「
倭
姫
信
仰
」
が
あ
り
、
近
く
に
は
御
陵
や
「
倭や
ま
と

姫ひ
め
の

社や
し
ろ

」
が
祀
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
背

景
が
あ
り
、
国
へ
の
運
動
に
繋
が
っ
て
い
っ
た

の
で
す
。

　

百
年
を
経
た
今
、
残
念
な
が
ら
地
元
民
で
す
ら
、

こ
の
事
実
を
知
っ
て
い
る
人
は
、
ご
く
わ
ず
か
と

な
り
ま
し
た
。
ご
鎮
座
百
周
年
は
、
こ
の
背
景
を

知
り
、
次
の
世
代
に
伝
え
る
百
年
で
も
あ
り
ま
す
。

　

久
し
ぶ
り
に
、
表
参
道
か
ら
倭
姫
宮
に
お
参
り

し
ま
し
た
。
一
礼
し
て
鳥
居
を
潜く
ぐ
る
と
、
参
道
は
緩

や
か
な
、
や
や
曲
が
っ
た
坂
道
が
続
き
ま
す
。
百
年

前
、
こ
こ
倉
田
山
の
丘
陵
が
ご
鎮
座
の
地
と
定
め
ら

れ
、
山
を
切
り
通
し
、
両
側
に
は
自
然
石
を
組
み
、

参
道
を
つ
け
ま
し
た
。
神
域
に
は
多
様
な
樹
木
が

植
え
ら
れ
た
と
聞
き
ま
す
。
百
年
が
経
ち
、
杜
か

ら
は
木
漏
れ
日
が
差
し
込
ん
で
い
ま
し
た
。

　

光
と
影
の
ト
ン
ネ
ル
を
歩
く
こ
と
五
～
六
分
、

広
い
踊
り
場
の
よ
う
な
所
に
着
き
、
こ
の
先
は
石

段
を
登
り
ま
す
。
数
え
な
が
ら
登
っ
て
い
く
と
、

四
十
五
段
あ
り
ま
し
た
。
登
り
き
る
と
、
倭
姫
宮

の
社
殿
が
目
に
飛
び
込
ん
で
き
ま
す
。
回
り
を
囲

む
よ
う
に
樹
木
が
生
い
茂
り
、
上
を
仰
ぐ
と
楕
円

形
の
青
空
が
浮
か
ん
で
い
ま
し
た
。
手
水
を
取
り
、

参
拝
。
帰
り
は
社
務
所
横
の
参
道
を
通
っ
て
戻
り

ま
し
た
。

　

元
神
宮
神
職
で
、
倭
姫
宮
に
奉
仕
し
て
い
た
歌

人
の
谷た
に

分わ
け

道み
ち

長な
が

さ
ん
に
こ
ん
な
歌
が
あ
り
ま
す
。

　

近
年
は
表
参
道
か
ら
お
参
り
す
る
人
は
少
な
く

な
り
ま
し
た
が
、
と
き
に
は
こ
ち
ら
か
ら
の
参
拝

を
お
薦
め
し
ま
す
。

倭や

ま

と

姫ひ

め

宮の

み

や

の

ご
鎮
座
百
周
年
を
祝
う

中
世
か
ら
連
綿
と
続
く
「
倭
姫
信
仰
」。

社
殿
の
創
建
は
人
々
の
長
い
宿
願
で
し
た
。

大
正
十
二
年
十
一
月
五
日
、

神
宮
の
十
四
番
目
の
別
宮
と
し
て
実
を
結
び
ま
し
た
。
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今
か
ら
百
年
前
。
大
正
十
二
年

十
一
月
五
日
は
澄
み
渡
る
青
空
の

広
が
る
快
晴
で
あ
っ
た
と
い
う
。

伊
勢
神
宮
で
最
も
新
し
い
別
宮
で

あ
る
倭
姫
宮
は
、
ご
鎮
座
の
日
を

迎
え
た
。

　

ご
鎮
座
の
祭
儀
は
、
夜
の
と
ば

り
が
降
り
た
倭
姫
宮
の
宮
域
で
行

わ
れ
た
。
夜
七
時
、
祭
儀
の
始
ま

り
を
告
げ
る
太
鼓
が
打
ち
鳴
ら
さ

倭
姫
宮
創
建
（
大
正
十
二
年
）と
御み

杖つ
え

代し
ろ

奉
賛
会

平成 26 年、倭姫宮のご遷宮、奉幣の儀。天皇陛下お供えの幣帛が奉られた。

木々の葉が揺れる倭姫宮の参道

れ
る
。
参
道
に
は
、
久く

邇に

神
宮
祭

主
、
三
条
西
大
宮
司
、
熊
谷
少
宮

司
を
は
じ
め
と
す
る
伊
勢
神
宮
の

神
職
、
内
務
大
臣
代
理
の
内
務
次

官
、
神
社
局
長
代
理
な
ど
政
府
関

係
者
、
そ
し
て
地
元
か
ら
は
三
重

県
知
事
、
宇
治
山
田
市
長
ら
が
見

守
っ
て
い
た
。
新
し
い
別
宮
の
創

建
と
い
う
異
例
の
大
事
業
を
成
し

遂
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
胸
に
こ
み
上

げ
る
思
い
が
あ
っ
た
に
違
い
な
い
。

　

天
皇
か
ら
の
使
い
で
あ
る
勅ち

ょ
く

使し

が
奉
じ
た
御み

霊た
ま

代し
ろ

が
、
神
宮
大
宮

司
に
よ
っ
て
社
殿
内
に
安
置
さ
れ

る
と
、
社
殿
の
御み

扉と
び
ら

が
閉
じ
ら
れ
、

祭
儀
は
滞
り
な
く
終
了
し
た
。

　

当
初
は
十
月
七
日
と
天
皇
陛
下

よ
り
御ご

治じ

定じ
ょ
う

が
あ
っ
た
が
、
九
月

に
未
曾
有
の
災
害
を
も
た
ら
し
た
関

東
大
震
災
に
み
ま
わ
れ
た
た
め
、
日

を
改
め
て
十
一
月
五
日
と
な
っ
た
。

　

伊
勢
神
宮
の
始
ま
り
に
貢
献
し

た
皇
女
、
倭
姫
命
を
祀
る
宮
を
創

建
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
長
い
年

月
が
か
か
っ
て
い
る
。

　

明
治
十
九
年
、
倭
姫
命
を
祭
祀

す
る
宮
の
創
建
に
つ
い
て
公
に
声

を
上
げ
た
の
は
、
神し
ん

苑え
ん

会か
い

創
設
の

主
旨
の
中
で
あ
っ
た
。「
倭
姫
命
の

神
霊
を
ま
つ
る
神
殿
を
苑
内
に
建

て
る
べ
き
」
と
述
べ
た
の
で
あ
る
。

　

す
る
と
、
翌
年
に
は
伊
勢
神
宮

の
鹿
島
宮
司
は
神
宮
別
宮
と
し

て
、
斎さ
い

宮く
う

寮り
ょ
う

の
旧
蹟
（
明
和
町
斎

宮
）
に
建
て
る
こ
と
を
政
府
に
申

請
す
る
。
こ
れ
を
受
け
て
国
は
実

地
調
査
を
行
う
が
、
実
現
に
は
至

ら
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
、
伊
勢

神
宮
の
碩
学
、
御み

巫
か
ん
な
ぎ

清
直
に
よ

る
倭
姫
命
の
御
墓
を
め
ぐ
る
考
証

や
、
冷れ
い

泉ぜ
い

神
宮
大
宮
司
に
よ
る
政

府
へ
の
請
願
な
ど
が
行
わ
れ
た
。

　

倭
姫
宮
の
創
建
に
具
体
的
な
動
き

が
始
ま
っ
た
の
は
大
正
時
代
に
入
っ

て
か
ら
だ
。
明
治
か
ら
大
正
へ
、
御

代
が
代
わ
る
中
で
、
地
元
の
宇
治
山

田
市
長
が
国
に
倭
姫
命
を
祀
る
官か
ん

幣ぺ
い

社し
ゃ

（
宮
内
省
か
ら
幣へ
い

帛は
く

を
捧
げ
ら
れ

る
神
社
）
創
立
を
請
願
し
た
の
で
あ

る
。
そ
し
て
、
市
民
有
志
は
福
地
市

長
を
会
長
と
す
る
倭
姫
命
奉
祀
期
成

会
を
組
織
。
さ
ら
に
、
市
長
は
帝
国

議
会
に
請
願
す
る
に
至
る
の
で
あ
る
。

　

主
体
が
神
宮
関
係
者
か
ら
市
民

有
志
に
移
り
、
創
建
へ
の
動
き
が

活
発
化
し
て
い
く
。
こ
こ
に
は
、

地
元
の
太
田
小
三
郎
ら
経
済
人
の

活
躍
が
あ
っ
た
と
思
わ
れ
る
。

　

帝
国
議
会
で
は
、
貴
族
院
、
衆

議
院
の
両
院
で
請
願
に
続
い
て
、

建
議
書
も
満
場
一
致
で
採
択
さ
れ

た
。
こ
こ
で
も
、
地
元
の
政
治
家
、

尾
崎
咢が
く

堂ど
う

、
浜
田
国
松
ら
の
尽
力

が
大
き
か
っ
た
の
だ
ろ
う
。

　

し
か
し
、
神
社
局
長
は
内
宮
の

摂
社
と
し
て
倭
姫
命
を
奉
祀
す
る

と
す
る
も
、
三み

室む
ろ

戸ど

神
宮
大
宮
司

は
、
別
宮
と
し
て
奉
祀
す
べ
き
と

主
張
す
る
。
大
正
八
年
、
そ
の
主

張
が
認
め
ら
れ
、
別
宮
創
建
が
決

定
す
る
の
で
あ
る
。

　

そ
し
て
、
宮
地
の
選
定
に
つ
い

て
は
、
調
査
の
結
果
、
伊
勢
市
楠

部
町
の
神
宮
徴ち
ょ
う

古こ

館か
ん

の
南
、
赤
井

谷
が
最
適
と
認
め
ら
れ
る
。　

　

大
正
九
年
十
二
月
、
大
正
天
皇

よ
り
御
裁
可
さ
れ
る
。

大
正
十
年
一
月
、
内
務
省
告
示
第

一
号

一
、
倭
姫
宮　

祭
神　

倭
姫
命

　

宮
号
宣せ
ん

下げ

が
、
広
く
一
般
に
向

け
て
通
知
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

三
町
を
超
え
る
宮
地
（
現
在
は

三
万
九
七
九
六
平
方
メ
ー
ト
ル
）

は
、
ま
ず
神
域
に
ふ
さ
わ
し
い
自

然
林
の
姿
に
す
る
た
め
、
宮
地
を

三
区
画
に
分
け
て
植
樹
の
計
画
が

立
て
ら
れ
た
。

　

新
た
に
三
十
種
あ
ま
り
、
約

一
万
二
千
本
が
植
樹
さ
れ
た
。
そ

の
ほ
と
ん
ど
が
、
当
時
の
志
摩
郡

加
茂
村
、
度
会
郡
沼
木
村
、
同
東

外と

城き

田だ

村
、
同
有う

田だ

村
、
多
気
郡

佐
奈
村
な
ど
三
重
県
内
か
ら
購
入

さ
れ
た
が
、
な
か
に
は
篤
志
者
か

ら
の
献
上
も
あ
っ
た
。

　

百
年
を
経
た
今
、
参
道
を
進
む

と
、ス
ギ
、ア
ラ
カ
シ
、ヒ
ノ
キ
、
ク

ロ
マ
ツ
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
木
々
が

大
き
く
育
っ
て
い
る
。
内
宮
や
外

宮
の
神
域
と
は
ま
た
異
な
る
雰
囲

気
で
、
明
る
い
林
に
囲
ま
れ
た
参

道
は
、
倭
姫
命
の
懐
に
抱
か
れ
て

い
る
よ
う
な
安
心
感
が
得
ら
れ
る
。

　

倭
姫
命
を
祀
る
社
殿
は
、
造
神

宮
使
庁
が
担
当
。
造
営
の
諸
祭
を

行
い
な
が
ら
、
三
年
を
か
け
て
整

え
ら
れ
た
。

大
正
十
年
三
月　

鎮ち
ん

地ち

祭

同	

十
月　

木こ

造づ
く
り

始は
じ
め

祭

同
十
二
年
四
月　
立り
っ

柱ち
ゅ
う

祭
・
上じ
ょ
う

棟と
う

祭

同
十
一
月
三
日　

御み

船ふ
な

代し
ろ

祭

同	

四
日　

後ご

鎮ち
ん

祭

　

社
殿
は
、
内
宮
別
宮
の
伊い

佐ざ

奈な

弥み
の

宮み
や

に
準
じ
ら
れ
た
。
祭
神
が
伊い

弉ざ
な

冉み
の

尊み
こ
と

と
い
う
女
神
で
あ
る
こ
と

か
ら
と
考
え
ら
れ
る
。
萱
葺
屋
根

の
神
明
造
。
屋
根
に
載
る
鰹か
つ
お

木ぎ

は

六
本
、
千ち

木ぎ

は
内う
ち

削そ
ぎ

。
瑞み
ず

垣が
き

が
ぐ

る
り
と
囲
み
、
正
面
に
は
瑞
垣
御

門
が
あ
る
。
祭
典
の
時
に
は
、
御

門
前
で
神
饌
を
供
え
、
祝の
り

詞と

が
奏

上
さ
れ
る
。
春
と
秋
の
大
祭
に
は

舞
楽
が
晴
れ
や
か
に
奉
じ
ら
れ

る
。
参
拝
は
、
さ
ら
に
巡
ら
さ
れ

た
玉
垣
か
ら
に
な
る
。

　

さ
ら
に
社
殿
の
内
外
を
飾
る
御

装
束
神
宝
も
伊
佐
奈
弥
宮
に
お
お

よ
そ
準
じ
て
、
御
装
束
二
十
種
、

神
宝
七
種
を
決
定
し
、
調
製
が
行

わ
れ
た
。
神
宝
は
、
御
太
刀
や
御

弓
な
ど
の
武
具
の
ほ
か
に
御お
ん

櫛く
し

筥ば
こ

、
紫む
ら
さ

絲き
い
と

御の
お
ん

髻も
と

結ゆ
い

、
御み

鏡か
が
み

、
御お
ん

玉た
ま

な
ど
も
あ
り
、
女
神
の
お
近
く
を

飾
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
よ
う
に
思

え
た
。
な
か
で
も
、直
径
二
寸
（
約

六
セ
ン
チ
）の
水
晶
玉
で
あ
る「
御

玉
」
は
、
倭
姫
宮
特
有
の
神
宝
と

い
う
。

文
／
文
筆
家　

千
種
清
美

倭や
ま
と

姫ひ
め

宮の
み
や

と
い
う
新
し
い
お
宮
の
創
建
は
、
ど
の
よ
う

に
し
て
実
現
で
き
た
の
か
。
明
治
、
大
正
と
神
宮
、

市
民
ら
の
粘
り
強
い
熱
望
が
国
を
動
か
す
。

倭
姫
命
を

祭
祀
す
る
宮
を

宮
地
の
造
林
作
業
、

殿
舎
の
造
営

緑
豊
か
な
杜
に

女
神
に
相
応
し
い
お
宮
と
御
神
宝

人
々
の
熱
意
が

国
を
動
か
す
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神
宮
祭
祀
の
守
人

　

倭
姫
命
は
神
宮
に
お
け
る
様
々
な「
始

ま
り
」
を
定
め
た
お
方
と
し
て
仰
が
れ

て
き
た
。
天
照
大
御
神
の
「
太お

お

宮み
や

地ど
こ
ろ

」

を
五
十
鈴
の
川
上
と
定
め
ら
れ
た
こ
と

に
は
じ
ま
り
、『
皇
太
神
宮
儀
式
帳
』
に

よ
れ
ば
、
神
宮
経
済
に
か
か
る
神
戸
・

神
田
の
奉
献
が
巡
行
の
途
次
に
お
い
て

行
わ
れ
た
こ
と
、
大
神
に
近
侍
す
る
童

女
・
大
物
忌
職
の
由
来
、
供
御
の
稲
田

の
確
定
、
祭
祀
に
お
け
る
禁
忌
事
項

（
忌い

み

詞こ
と
ば

）
や
祓
の
法
の
制
定
、
神
宮
所
縁

の
社
（
摂
末
社
）
を
祝
い
定
め
ら
れ
た

こ
と
が
倭
姫
命
に
よ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

　

天
地
開か

い

闢び
ゃ
く

以
来
か
ら
語
り
始
め
ら
れ

る
倭
姫
の
一
代
記
で
あ
る
『
倭
姫
命
世

記
』
に
な
る
と
命
の
事
跡
は
か
な
り
豊

か
に
な
り
、
物
語
性
が
強
く
な
っ
て
く

る
。
本
書
は
、
外
宮
祠
官
の
手
に
な
る

鎌
倉
時
代
の
述
作
と
み
な
さ
れ
て
い
る

が
、
本
来
の
古
伝
を
残
し
て
い
る
の
か

既
存
の
所
伝
に
創
作
の
営
為
が
な
さ
れ

た
作
品
と
見
る
か
は
、
読
み
手
の
立
場

や
意
識
に
も
よ
る
。「
中
世
神
話
」
と
し

て
研
究
俎
上
に
も
置
か
れ
る
が
、
神
話

が
始
原
の
時
空
間
に
お
け
る
起
源
を
繰

り
返
し
語
る
特
徴
を
持
つ
点
か
ら
考
え

れ
ば
、
倭
姫
が
「
始
ま
り
」
に
関
わ
る

重
要
な
存
在
と
し
て
登
場
す
る
こ
と
は

不
思
議
で
は
な
い
。

　

祭
儀
で
御み

饗あ
え

の
水
や
堅
塩
を
奉
る
起

源
、
志
摩
国
の
御み

贄に
え

処ど
こ
ろ

の
指
定
や
「
湯ゆ

貴き

の
潜か
ず
き

女め

」（
清
浄
な
御
饌
所
の
海
女
）

の
制
定
な
ど
も
含
め
、
現
実
の
神
宮
祭

祀
の
典
故
が
、
倭
姫
の
行
為
に
よ
る
と

の
理
由
で
、
揺
る
ぎ
な
い
権
威
が
保
証

さ
れ
て
き
た
の
は
間
違
い
な
か
ろ
う
。

こ
の
点
で
は
、
祭
祀
伝
統
の
内
な
る
守

人
と
し
て
重
要
な
位
置
に
あ
っ
た
と
言

え
よ
う
。

敬
慕
さ
れ
る
倭
姫
命

　

倭
姫
命
を
描
い
た
絵
画
や
彫
像
が
あ

る
。
神
宮
徴
古
館
に
収
ま
る
矢や

沢ざ
わ

弦げ
ん

月げ
つ

（
明
治
一
九
年
～ 

昭
和
二
七
年
）
の
「
皇

大
神
宮
奉
祀
」（
昭
和
八
年
）
で
は
、
正

宮
に
向
っ
て
庭
上
座
礼
で
静
か
に
両
手

を
合
わ
せ
る
倭
姫
が
、
穏
や
か
で
麗
し

い
様
子
で
描
か
れ
て
い
る
（
本
紙
１
号

掲
載
）。
ま
た
伊
勢
の
彫
刻
家
・
板い

た

倉く
ら

白は
く

龍り
ゅ
う

翁（
明
治
二
五
年
～
昭
和
六
三
年
）は
、

一
七
八
一
体
の
倭
姫
命
像
を
制
作
し
た

人
物
と
し
て
知
ら
れ
る
が
、
命
へ
の
熱

烈
な
敬
仰
の
持
ち
主
で
あ
っ
た
。

　

倭
姫
の
奉
祀
、
す
な
わ
ち
社
殿
を
構

え
神
と
し
て
祀
る
と
い
う
機
運
が
地
元

の
意
志
と
し
て
沸
き
起
こ
り
、
国
へ
の

請
願
が
行
わ
れ
た
の
は
大
正
四
年
の
こ

と
で
、
同
十
二
年
に
別
宮
・
倭
姫
宮
の

創
建
と
し
て
結
実
す
る
。
明
治
神
宮
の

創
建
が
大
正
九
年
で
あ
る
か
ら
、「
首
都
」

東
京
と
「
神
都
」
伊
勢
と
に
相
次
い
で

重
要
な
神
社
が
誕
生
し
た
こ
と
に
な
る
。

　

地
元
伊
勢
の
人
々
が
、
倭
姫
命
奉
祀

に
動
い
た
背
景
に
は
、
姫
君
を
仰
ぐ
意

識
が
通
奏
低
音
の
よ
う
に
流
れ
て
い
た

こ
と
が
関
係
し
よ
う
。
古
く
、
神
宮
の

神
職
家
で
は
内
外
宮
へ
の
参
拝
に
あ
た

り
、家
ご
と
に
口
伝
の
神
拝
作
法
が
あ
っ

た
。
な
か
で
も
外
宮
に
お
け
る
神
拝
次

第
に
よ
れ
ば
、
風
宮
の
脇
、
鳥
居
を
出

て
東
向
き
で
「
倭
姫
皇
女
」
へ
の
拝
が

な
さ
れ
て
い
た
（
與よ

村む
ら

弘ひ
ろ

正ま
さ

『
神
拝
式
類
集
』）。

「
倭
姫
社
」「
尾お

上べ
の

社や
し
ろ

」

な
ど
と
も
表
記
さ
れ
て

い
る
の
で
命
を
奉
祀
す

る
社
が
、
何
時
の
頃
か

設
け
ら
れ
て
い
た
の
で

あ
ろ
う
。
外
宮
の
長
官

禰
宜
で
あ
っ
た
度わ

た

会ら
い

家い
え

行ゆ
き

の
『
類
聚
神
祇
本
源
』

（
元
応
二
年
・
一
三
二
〇
成
）
に
所
引
の

史
料
に
も「
尾
上
社
」は
登
場
し
て
い
る
。

倭
姫
命
の
そ
の
後
は
謎
が
多
い
が
、
隠

れ
ら
れ
た
と
言
う
「
岩
窟
」
が
伊
勢
市

内
・
倭
町
に
あ
る
。
ま
た
こ
の
地
域
は

「
尾
部
山
」「
隠か

く
れ

岡が
お
か

」
と
の
呼
称
を
持
ち
、

命
を
祀
る
「
尾
上
社
」
が
あ
っ
た
。
こ

う
し
た
由
縁
も
あ
り
、
倭
姫
宮
が
、
斎

宮
や
離
宮
院
の
跡
地
で
は
な
く
、
現
在

地
に
創
建
さ
れ
た
こ
と
と
つ
な
が
っ
て

い
る
。

　

倭
姫
宮
の
参
道
を
表
示
す
る
二
つ
の

石
標
が
あ
る
。
昭
和

十
一
年
七
月
、
地
元

の
神
都
婦
人
会
・
神

都
処
女
会
の
手
で
建

て
ら
れ
、
う
ち
一
つ

に
は
「
表
参
道
」
と

刻
ま
れ
て
い
る
。
太

平
洋
戦
争
後
、
世
相

が
大
き
く
変
わ
る
な

か
で
、
倭
姫
命
の
顕

彰
に
尽
力
し
た
御
杖
代
講
の
発
起
人
は

六
名
の
男
性
で
あ
っ
た
。
そ
の
昔
、
天

照
大
御
神
を
捧
持
す
る
倭
姫
命
に
寄
り

添
い
偉
業
成
就
を
支
援
し
た
五
大
夫
の

面
影
を
見
る
よ
う
で
あ
る
。

倭
姫
命
の
面
影

文
／
皇
學
館
大
学
名
誉
教
授　

櫻
井
治
男

後
編

（
さ
く
ら
い 

は
る
お
）
…
皇
學
館
大
学
名
誉

教
授
。
専
門
は
宗
教
社
会
学
、
近
代
神
道
・
神

社
祭
祀
研
究
。
2
0
1
8
年
、
南
方
熊
楠
賞
受

賞
。
著
者
に
『
地
域
神
社
の
宗
教
学
』『
知
識

ゼ
ロ
か
ら
の
神
社
入
門
』『
日
本
人
と
神
様
―

ゆ
る
や
か
で
強
い
絆
の
理
由
』
な
ど
。
日
本
宗

教
学
会
評
議
員
・
N
P
O
法
人
社
叢
学
会
理

事
長
。

崇
敬
者
た
ち
で
奉
賛
講
を
結
成

　

昭
和
二
十
四
年
、
倭
姫
宮
に
大

き
な
動
き
が
あ
っ
た
。
ま
だ
終
戦

後
の
占
領
下
に
も
関
わ
ら
ず
、
地

元
の
崇
敬
者
が
中
心
と
な
り
「
御

杖
代
講
」
が
結
成
さ
れ
た
。

　

そ
の
趣
意
書
に
は
、「
倭
姫
命

さ
ま
の
御
徳
を
仰
ぎ
、
命み
こ
と

さ
ま
を

大
御
神
さ
ま
信
仰
へ
の
お
導
き
の

神
さ
ま
と
し
て
、
そ
の
御
徳
に
あ

や
か
り
、
清
く
正
し
く
楽
し
い
神

仕
へ
生
活
を
い
と
な
み
、
相
携
へ

て
幸
福
な
平
和
な
社
会
を
建
設
い

た
し
た
い
」
と
結
成
の
目
的
を
述

べ
、
天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

の
御
杖
代
と
し

て
仕
え
た
皇
女
に
ち
な
ん
で
、
講

の
名
を
付
け
た
と
あ
る
。
こ
の
年

は
本
来
、
第
五
十
九
回
神
宮
式
年

遷
宮
が
執
り
行
わ
れ
る
予
定
で

あ
っ
た
が
、
昭
和
天
皇
の
ご
意
向

に
よ
り
延
期
さ
れ
て
い
る
。
一
方

で
、
神
宮
の
別
宮
で
あ
り
な

が
ら
、
そ
の
当
時
は
一
般
の

人
々
が
主
体
と
な
っ
て
、
崇

敬
団
体
を
結
成
し
て
い
る
の

で
あ
る
。

　

趣
意
書
に
は
、
ご
鎮
座
を

偲
び
毎
年
十
一
月
五
日
に
盛

大
な
る
大
祭
を
行
う
、
毎
月

五
日
月つ
き

次な
み

祭
を
行
な
い
、
講

員
の
家
内
末
代
安
住
の
祈
願

を
行
う
な
ど
も
定
め
ら
れ
、

こ
れ
ら
は
現
在
に
も
引
き
継

が
れ
て
い
る
。

　

そ
し
て
、
昭
和
二
十
九
年

十
一
月
五
日
の
初
め
て
の
倭
姫
宮

遷
宮
に
つ
い
て
は
、
御
杖
代
講
と

し
て
参
加
し
た
記
録
が
写
真
と
と

も
に
残
る
。
上
棟
祭
、
浜
参
宮
、

白
石
奉
献
、
遷
御
奉
拝
、
奉
祝
祭
、

講
員
た
ち
の
晴
れ
が
ま
し
い
姿
が

あ
る
。
と
く
に
「
御
白
石
道
中
」

の
写
真
に
は
、
老
若
男
女
の
長
い

列
に
長
羽
織
の
着
物
姿
の
女
性
や

乳
母
車
、
自
転
車
を
押
す
人
も
お

り
、
人
々
の
祝
意
が
伝
わ
っ
て
く

る
。

　

昭
和
五
十
二
年
八
月
、
御
杖
代

講
は
発
展
解
散
し
て
、
新
た
に
倭

姫
宮
御
杖
代
奉
賛
会
と
改
称
、
今

に
続
い
て
い
る
。

　

趣
意
書
に
は
、「
倭
姫
命
の
御

神
徳
の
も
と
に
、
平
和
国
日
本
の

心
の
故
郷
、
平
和
境
伊
勢
に
、
い

よ
い
よ
文
化
の
花
を
咲
か
せ
度
い

念
願
か
ら
」
と
結
成
の
意
義
を

高
々
と
述
べ
て
い
る
。

　

倭
姫
宮
ご
鎮
座
か
ら
の
百
年

は
、
伊
勢
の
神
宮
の
始
ま
り
に
関

わ
っ
た
倭
姫
命
に
寄
せ
た
人
々
の

熱
い
思
い
を
重
ね
た
年
月
で
も

あ
っ
た
。
こ
れ
ま
で
の
百
年
を
経

て
、
私
た
ち
は
こ
れ
か
ら
の
百
年

の
第
一
歩
を
踏
み
出
し
た
ば
か
り

で
あ
る
。

（
ち
く
さ 

き
よ
み
）
…
文
筆
家
、
皇
學
館
大
学

非
常
勤
講
師
。
Ｎ
Ｈ
Ｋ
津
放
送
局
、
三
重
の

地
域
誌
『
伊
勢
志
摩
』
編
集
長
を
経
て
独
立
。

著
書
に
『
女
神
の
聖
地
、
伊
勢
神
宮
』(

小
学

館
新
書)

、『
伊
勢
西
国
三
十
三
所
観
音
巡
礼

～
も
う
一
つ
の
お
伊
勢
参
り
』（
風
媒
社
）
な

ど
多
数
。
三
重
県
文
化
審
議
会
副
会
長
。
祭

祀
舞
教
室
「
千
の
会
」
代
表
。

昭和 29 年の白石奉献に参加する人々

尾部御陵のある倭町の森

倭姫宮御杖代奉賛会のみなさん。前列左から４番目・牧戸福司会長

尾崎咢堂
（提供：伊勢市）

太田小三郎
（提供：伊勢市）

倭姫宮表参道にある石標
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鎮
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―
―
実
行
委
員
会
は
ど
の
よ
う
な

会
な
の
で
し
ょ
う
か
。

村
田
：
一
〇
〇
周
年
を
奉
祝
す
る

行
事
を
企
画
実
行
す
る
た
め
、
平

成
三
十
年
九
月
、
倭
姫
宮
御み
つ

杖え

代し
ろ

奉
賛
会
を
中
心
に
立
ち
上
げ
ま
し

た
。
現
在
、
神
宮
司
庁
、
伊
勢
市
、

伊
勢
商
工
会
議
所
、
伊
勢
市
観
光

協
会
、
明
和
町
な
ど
各
種
団
体
と

市
民
有
志
二
十
五
人
ほ
ど
が
メ
ン

バ
ー
と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
に

入
っ
て
か
ら
は
月
一
度
の
会
議
を

開
催
し
、
一
〇
〇
周
年
を
機
に
伊

勢
神
宮
の
別
宮
、
倭
姫
宮
を
広
く

知
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思

い
を
共
有
し
、
準
備
を
進
め
て
い

ま
す
。

―
―
奉
祝
行
事
に
つ
い
て
教
え
て

下
さ
い
。

村
田
：
倭
姫
命
へ
の
奉
讃
、
次
世

代
の
育
成
を
念
頭
に
さ
ま
ざ
ま
に

企
画
し
ま
し
た
、
四
日
の
午
前
中

は
、
内
宮
参
集
殿
に
て
倭
姫
宮
に

つ
い
て
の
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
を
行
い
、
倭
姫
宮
の
創
建
や
伊

勢
の
神
宮
の
始
ま
り
に
関
わ
っ
た

皇
女
、
倭
姫
命
に
つ
い
て
の
理
解

を
深
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
し
て
、
四
日
の
午
後
と
、

五
日
午
前
の
例
大
祭
の
後
は
、
倭

姫
宮
近
く
の
神
宮
徴ち
ょ
う

古こ

館か
ん

前
に
特

設
舞
台
を
設
け
て
、
倭
姫
命
の
奉

讃
曲
や
伝
統
の
舞
踊
な
ど
の
披
露

が
行
わ
れ
ま
す
。
メ
イ
ン
の
雅
楽

師
・
東と
う

儀ぎ

秀
樹
さ
ん
を
は
じ
め
、

伊
勢
市
内
外
の
団
体
に
参
加
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
方
た
ち

は
奉
祝
舞
台
に
向
け
て
練
習
を

積
ま
れ
て
い
ま
す
の
で
、
見
ご
た

え
の
あ
る
舞
台
に
な
る
と
思
い

ま
す
。

―
―
村
田
さ
ん
の
お
父
上
の
村
田

仙
右
衛
門
氏

は
倭
姫
宮
ご

鎮
座
八
〇
周

年
で
は
奉
賛

会
会
長
を
さ

れ
て
い
ま
し

た
。
親
子
二

代
で
関
わ
っ

て
お
ら
れ
る

の
で
す
ね
。

村
田
：
じ
つ
は
珍
し
く
父
か
ら
の

依
頼
で
、
倭
姫
宮
御
杖
代
奉
賛
会

に
入
り
ま
し
た
。
あ
の
頃
は
私
が

一
番
若
く
、
お
歴
々
の
中
で
気
が

引
け
ま
し
た
が
、
倭
姫
宮
と
の
関

わ
り
を
引
き
継
い
で
ほ
し
い
と
い

う
父
の
気
持
ち
が
伝
わ
っ
て
き
ま

し
た
の
で
、
引
き
受
け
ま
し
た
。

―
―
経
済
人
で
あ
る
お
父
上
が
倭
姫

宮
御
杖
代
奉
賛
会
の
会
長
を
な
さ
っ

て
い
た
の
は
な
ぜ
で
し
ょ
う
か
。

村
田
：
倭
姫
宮
の
あ
る
倉
田
山
の

地
は
、
明
治
時
代
に
地
元
の
経
済

人
、
太
田
小
三
郎
氏
ら
が
拓
か
れ

た
と
こ
ろ
。
そ
こ
に
お
祀
り
さ
れ

て
い
る
倭
姫
宮
は
や
は
り
経
済
人

が
お
支
え
し
て
い
く
も
の
だ
と
父

は
考
え
て
い
ま
し
た
。
そ
れ
は
奉

賛
会
の
歴
代
会
長
も
経
済
人
が
務

め
て
い
る
こ
と
か
ら
も
継
承
さ
れ

て
い
る
と
思
い
ま
す
。
今
も
ご
鎮

座
さ
れ
た
十
一
月
五
日
に
ち
な

み
、
毎
月
五
日
の
月つ
き

次な
み

祭
に
参
列

し
て
い
ま
す
。

―
―
最
後
に
、
一
〇
〇
周
年
を
ど

の
よ
う
に
迎
え
た
い
で
す
か
。

村
田
：
伊
勢
市
民
を
は
じ
め
、
全

国
の
方
々
と
一
緒
に
な
っ
て
盛

大
に
お
祝
い
で
き
る
倭
姫
宮
の

一
〇
〇
周
年
に
し
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

十
一
月
四
、五
日
に
行
わ
れ
る
奉
祝
行
事
は
ど
の
よ
う
な
も
の
な
の
か
。

奉
祝
行
事
へ
の
思
い
、
見
ど
こ
ろ
な
ど
を
倭

や
ま
と

姫ひ
め

宮の
み
や

ご
鎮
座
一
〇
〇
周
年

記
念
奉
祝
行
事
実
行
委
員
会
の
村
田
典
子
実
行
委
員
長
に
伺
っ
た
。

実
行
委
員
長
・
村
田
典
子
さ
ん
に
聞
く村田典子実行委員長

御幸道路沿いの「太田小三郎君紀功碑」

伊勢市宇治中之切町 95 番地
電話 0596・23・5558  木曜定休

お
多
福
と
と
も
に

　岩
戸
屋
は

　
　今
も
昔
も
内
宮
前

名物　岩戸餅

伊勢・内宮前おはらい町

TEL 0596・23・3188
FAX 28・1322

十
一
月
四
日
（
土
）

●
講
演
会
と
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

所 

内
宮
参
集
殿
二
階　

時 

十
時
～

　

皇
學
館
大
学
名
誉
教
授
・
櫻
井
治

男
さ
ん
に
よ
る
基
調
講
演
「
時
空
を

つ
な
ぐ
倭
姫
命
〜
倭
姫
宮
ご
鎮
座

百
周
年
に
寄
せ
て
〜
」
を
聞
き
、
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
こ
れ
ま
で
の
一
〇
〇

年
、
こ
れ
か
ら
の
一
〇
〇
年
」
で
は

神
宮
司
庁
広
報
室
次
長
・
音
羽
悟
さ

ん
、
倭
姫
宮
御
杖
代
奉
賛
会
会
長
・

牧
戸
福
司
さ
ん
が
加
わ
り
、
倭
姫
命

信
仰
や
お
宮
創
建
な
ど
を
テ
ー
マ
に

質
疑
応
答
を
交
え
て
意
見
交
換
会
を

行
う
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
文
筆

家
・
千
種
清
美
さ
ん
。

●
神
宮
徴
古
館
前
特
設
舞
台

時 

十
三
時
十
五
分
～

　

神
恩
太
鼓
（
お
か
げ
横
丁
）
や
オ

カ
リ
ナ
（
大
澤
聡
さ
ん
）、
伊
勢
少

年
少
女
合
唱
団
、二
十
五
絃
箏（
中
井

智
弥
さ
ん
）、
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン（
白
須

今
さ
ん
）
の
演
奏
・
合
唱
で
、
倉
田

山
に
祝
い
の
音
色
を
響
か
せ
る
。

　

奉
賛
会
恒
例
の
紅
白
の
祝
い
餅
を

贈
呈
。
御
神
酒
、
ぜ
ん
ざ
い
の
授
与
、

野
点
も
あ
る
（
両
日
）。

▪
雅
楽
師
・
東
儀
秀
樹
さ
ん

　

皇
學
館
大
学
特
別
招し

ょ
う

聘へ
い

教
授
で
も

あ
る
東
儀
秀
樹
さ
ん
と
長
男
・
典の

り

親ち
か

さ
ん
が
共
演
。
現
代
音
楽
を
演
奏
す

る
（
十
六
時
～
）。

十
一
月
五
日
（
日
）

●
倭
姫
宮
秋
の
例
大
祭

所 

倭
姫
宮
本
殿
前　

時 

十
時
～

　

祭
典
の
あ
と
神
楽
が
奉
納
さ
れ

る
。
俳
句
会
や
福
引
ほ
か
、
神
話
紙

芝
居
で
は
新
作
「
や
ま
と
ひ
め
の
み

こ
と
」
を
上
演
。

●
神
宮
徴
古
館
前
特
設
舞
台

時 

十
一
時
～

　

奉
讃
曲
「
倭
姫
命
」
を
作
詞
作
曲

の
黒
澤
博
幸
さ
ん
が
三
味
線
を
弾

き
、
廣
め
ぐ
み
さ
ん
が
歌
い
上
げ
、

木
遣
り
や
邦
楽
（
西
尾
会
）、
津
軽

三
味
線（
黒
澤
さ
ん
）、伊
勢
音
頭（
神

路
会
）、
祭
祀
舞
（
千
の
会
）、
吟
剣

詩
舞
（
大
日
本
正
義
流
正
洲
会
）、

民
族
音
楽
（
ま
ほ
ろ
）
と
各
地
か
ら

奉
祝
に
駆
け
つ
け
る
。

▪
シ
ン
セ
サ
イ
ザ
ー
奏
者
長
岡
成せ

い

貢こ
う

さ
ん
の
演
奏
　
斎
王
と
い
つ
き
の
舞

　

伊
勢
市
生
ま
れ
、
明
和
町
育
ち

の
長
岡
成
貢
さ
ん
が
、「
倭
姫
（
宮
）

～
伊
勢
の
春
秋
」
を
披
露
。
舞
台
で

は
斎
王
の
舞
保
存
会
と
も
コ
ラ
ボ
す

る
（
十
一
時
十
分
～
）。

「
倭
姫
宮
御
鎮
座
祭
行
進
歌
」

譜
面
発
見

　

皇
學
館
大
学
櫻
井
名
誉
教
授
の
元

に
市
内
旧
家
か
ら
「
倭
姫
宮
御
鎮
座

祭
行
進
歌
」
の
歌
詞
と
曲
譜
が
印
刷

さ
れ
た
譜
面
が
届
い
た
。
作
詞
は
鈴

木
暢の

ぶ

幸ゆ
き

氏
。
明
治
十
一
年
生
ま
れ
、

東
京
帝
大
文
学
部
を
卒
業
し
、
大
正

五
年
、
神
宮
皇
學
館
に
任
官
。
昭
和

二
年
に
教
授
を
退
官
す
る
ま
で
数
々

の
著
述
を
残
し
、『
伊
勢
神
宮
』（
大

正
十
四
年
）
を
刊
行
。
趣
味
は
謡
曲

で
能
の
宝
生
流
に
も
通
じ
て
い
た
と

い
う
。
当
時
の
「
伊
勢
新
聞
」
に
、

ご
鎮
座
奉
祝
に
関
し
て
「
市
内
の
各

学
校
女
生
徒
ら
が
、
旗
を
持
っ
て
外

宮
―
内
宮
―
倭
姫
宮
ま
で
行
進
歌
を

合
唱
し
て
歩
い
た
」
と
掲
載
さ
れ
た

記
事
が
あ
る
。

　

櫻
井
先
生
に
よ
れ
ば
「
確
定
は
出
来

な
い
が
、
お
そ
ら
く
は
こ
の
時
に
参
加

者
に
配
ら
れ
た
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う

か
？
」
と
い
う
。
喜
び
に
湧
い
た
百
年

前
の
光
景
が
、
浮
か
び
上
が
っ
た
。

ご
鎮
座
一
〇
〇
周
年
、

奉
祝
行
事
、盛
大
に

伊勢文化舎・ツアーご案内

ト
ピ
ッ
ク
ス

譜面の表紙。中面
には曲譜と歌詞。

奈良ツアー
１）元伊勢の阿紀神社を訪ねる
	 「秋の宇陀松山　石めぐり」
日　時▷令和５年 10 月21日（土）雨天決行

２）初
は

瀬
せ

街道ウォーク
	 「札の辻から篠畑神社・三本松へ」 
初瀬街道沿いの名所旧跡を訪ね、
大和冨士の額

ぬか

井
い

岳山麓から元伊勢
の篠畑神社を経て、三重県境まで
を歩くツアー。 
日　時▷令和５年 11月19 日（日）雨天決行
集　合▷９時 20分榛原駅、16 時解散（予定）
参加費▷１０００円（弁当・飲み物は持参、保険付き）
申　込▷TEL  090-9054-4356（担当：裏）
		  FAX  0745-83-3151
主　催▷紀伊半島交流会議 伊勢街道分科会

伊勢ツアー
～古書を紐解き、現地を歩く～
「近世の倭姫命信仰を探る」
尾上町、倭町の史跡をつないだ
コースを歩き、中世からの倭姫命
の敬仰に理解を深めよう。
日　時▷令和５年 10 月28 日（土）雨天決行
集　合▷午前10 時外宮表参道常夜灯、
		  12 時過ぎ倭姫宮で解散
コース▷小田橋、妙見さん（岡崎宮）、隠岡遺跡、
		  尾部御陵、日蓮聖人誓願の井戸など
解　説▷神宮司庁広報室次長　音羽悟さん
参加費▷保険代１００円　募集▷30 名（申込順）
申　込▷伊勢文化舎　ハガキ、メール、FAX にて（８面）

聞
き
手
・
千
種
清
美

お
問
合
せ

倭
姫
宮
御
杖
代
奉
賛
会
事
務
局

TEL 

０
５
９
６
・
２
１
・
１
５
５
５
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P

→
内
宮
へ

→
古
市
へ

←
外
宮
へ

表参道

いこいの広場いこいの広場中央広場中央広場

テラス庭園テラス庭園

美術館四季のこみち美術館四季のこみち

神宮農業館

神宮徴古館

神宮美術館

倭姫文化の森
神札授与所

葉山大夫門葉山大夫門
皇學館大学皇學館大学

神宮文庫神宮文庫

黒門（御師邸門）黒門（御師邸門）

神苑会記念碑神苑会記念碑
大正天皇
御手植松
大正天皇
御手植松

神道博物館神道博物館

倭姫宮

令和5年10月1日号5

　

桜
や
紅
葉
、
コ
ス
モ
ス
と
四
季

折
々
に
楽
し
い
倉
田
山
。
秋
は
深

紅
に
染
ま
る
モ
ミ
ジ
が
美
し
い
。

こ
こ
に
神
宮
の
神
苑
を
整
備
し
た

「
神
苑
会
」
に
よ
り
神
宮
徴ち
ょ
う

古こ

館か
ん

が
建
設
さ
れ
、
一
帯
は
「
倭
姫
文

化
の
森
」
と
し
て
散
策
道
も
設
け

ら
れ
て
い
る
。
大
正
天
皇
御
手
植

　

ご
鎮
座
百
周
年
を
奉
祝
し
、
倭

姫
宮
に
調
進
さ
れ
た
遷
宮
神
宝
が

展
示
さ
れ
、
神
宮
が
所
蔵
す
る
倭

姫
命
に
関
わ
る
文
化
財
が
並
ぶ
。

倭
姫
命
の
功
績
が
伝
え
ら
れ
て
き

た
歴
史
的
経
緯
を
、
神
宮
文
庫
が

所
蔵
す
る
古
い
記
録
や
、
各
時
代

の
神
宮
神
主
が
著
し
た
倭
姫
命
の

業
績
に
関
わ
る
書
物
か
ら
紐
解
く
。

　

神
宮
創
祀
の
功
績
を
担
っ
た
倭

姫
命
と
出
会
う
、
ま
た
と
な
い
機

会
と
な
る
だ
ろ
う
。

　

明
治
四
十
二
年
（
一
九
〇
九
）

に
開
館
し
た
神
宮
の
「
総
合
博
物

館
」。
徴
古
館
と
は
博
物
館
と
い

う
言
葉
が
で
き
る
以
前
の
ネ
ー
ミ

ン
グ
。「
古
き
も
の
が
明
ら
か
に
な

る
」
意
味
で
、
よ
り
詳
し
く
神
宮

の
こ
と
が
知
れ
る
よ
う
、
祭
り
や

歴
史
・
文
化
に
関
す
る
資
料
、
内

宮
殿
舎
の
配
置
模
型
（
１
／
20
）

が
展
示
さ
れ
て
い
る
。
国
の
重
要

緑
を
彩
る
花
々
や
珍
し
い
樹
木
も

　

倭
姫
文
化
の
森
を
歩
け
ば
、
秋
に

は
コ
ス
モ
ス
や
ツ
ワ
ブ
キ
の
花
が
見

頃
を
迎
え
、キ
ン
モ
ク
セ
イ
も
香
り
、

葉
が
紅
葉
し
た
り
、
赤
く
実
が
熟
し

た
り
と
、
変
化
も
に
ぎ
や
か
だ
。

　

ま
た
美
術
館
横
の
庭
園
は
、
か
つ

て
農
業
館
付
属
の
植
物
園
が
あ
り
、

神
宮
の
内
宮
と
外
宮
を
結
ぶ
御み

幸ゆ
き

道
路
の
、

ち
ょ
う
ど
中
間
地
点
の
倉
田
山
に
、
倭
姫
宮
が
鎮
ま
る
。

神し
ん

苑え
ん

会
が
整
備
し
た
苑
地
に
は
博
物
館
や
美
術
館
が
建
ち
、

付
近
は
神
宮
文
庫
、
皇
學
館
大
学
な
ど
の
学
校
も
多
い
文
教
地
区
。

文
化
や
芸
術
に
浸
っ
て
散
策
道
を
歩
き
、
心
満
ち
る
ひ
と
と
き
を
。

◆本　　店 伊勢市本町13-7（外宮表参道）
 電話 0596-23-3141
  8：30～17：00 年中無休
 2 階 / あそらの茶屋
 電話 0596-65-6111
 朝かゆ  7：30～10：00
 昼げ   11：30～14：30
  
◆内宮前店 伊勢市宇治中之切町87
 電話 0596-28-0081
  9：00～17：00 年中無休

本　社
伊勢市上地町2691-13
　　0120-00-0707
 8：30～17：30
土・日・祝日定休
Website https://www.sekiya.com

松
や
徴
古
館
設
立
時
の
記
念
碑
な

ど
各
所
に
歴
史
も
垣
間
見
え
、
碑

に
刻
ま
れ
た
「
崇
敬
至
誠
」
の
題

字
が
人
々
の
崇
敬
の
念
を
伝
え
て

い
る
。

文
化
財
十
一
点
、
歴
史
・
考
古
・

美
術
工
芸
品
な
ど
約
一
万
三
千
点

を
収
蔵
展
示
し
て
い
る
。

　

ル
ネ
サ
ン
ス
様
式
の
白
亜
の
建

物
は
、
宮
廷
建
築
の
第
一
人
者
・

片
山
東と
う

熊く
ま

の
設
計
で
、
重
厚
で
格

調
あ
る
外
観
が
特
徴
。
館
内
に
は

貴
賓
室
が
設
け
ら
れ
、
大
正
天
皇

の
休
息
に
も
使
用
さ
れ
た
と
い
う
。

　

館
前
に
広
が
る
西
洋
庭
園
は

ヴ
ェ
ル
サ
イ
ユ
宮
殿
を

模
し
た
と
い
わ
れ
、
宮

内
省
技
師
の
市
川
之ゆ
き

雄お

に
よ
る
も
の
。
そ
の
後

の
改
修
に
よ
り
植
栽
は

変
化
し
た
が
、
優
美
な

形
は
今
も
苑
地
の
シ
ン

ボ
ル
だ
。

四
季
を
愛
で
、
日
本
最
古
の
博
物
館
へ

倭
姫
宮
創
祀
百
周
年
記
念
展

「
皇
女 

倭
姫
命
ー
天
照
大
御
神

の
御
杖
代
と
し
て
ー
」

10
月
13
日（
金
）～
11
月
26
日
（
日
）

神
宮
徴
古
館
神
宮
の
歴
史
と
文
化
を

伝
え
る
総
合
博
物
館

＊�

神
苑
会
は
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）、
神

苑
の
清
ら
か
さ
と
景
観
を
守
り
、
文
化
施

設
の
開
設
を
目
的
に
発
足
し
た
財
団
法
人
。

会　

場
：
神
宮
徴
古
館 

別
館
展
示
室

観
覧
料
：
通
常
料
金

神宮徴古館・神宮農業館・神宮美術館  
所 伊勢市神田久志本町 1754-1
時 9 時～ 16 時（観覧は16 時 30 分まで）
休 �木曜（祝日の場合はその翌日）、12/29 ～ 12/31、
　 燻蒸・展示替え等の臨時休館あり
入館料 神宮徴古館・農業館　大人 500 円、
神宮美術館　大人 500 円、３館共通券：大人 700 円
問 神宮徴古館　℡ 0596･22･1700

D
A
T
A

倭
姫
宮
周
辺
の〝
文
化
の
森
〟
を
散
策

　

人
間
と
自
然
の
産
物
の
つ
な
が
り

を
紹
介
す
る
日
本
で
最
初
に
で
き
た

産
業
博
物
館
。
自
給
自
足
を
守
っ
て

お
供
え
す
る
神
饌
を
は
じ
め
、
皇
室

か
ら
の
御
下
賜
品
、
内
国
勧
業
博

覧
会
な
ど
に
出
品
さ
れ
た
産
業
資

料
、
サ
メ
の
剥
製
や
蝋ろ
う

細
工
の
植

物
模
型
な
ど
、
明
治
期
の
農
林
水

産
業
に
関
す
る
貴
重
な
資
料
が
展

示
さ
れ
て
い
て
見
応
え
が
あ
る
。

　

明
治
二
十
四
年
（
一
八
九
一
）

に
神
苑
会
が
外
宮
前
に
創
設
し
た

も
の
を
、
明
治
三
十
八
年
（
一
九

〇
五
）、
倉

田
山
に
移

築
。
設
計
は

徴
古
館
と
同

じ
く
片
山
東

熊
。
外
観
は

和
風
、
内
部

は
洋
風
に
ま

と
め
ら
れ
た

優
れ
た
建
築

の
技
術
も
見

学
の
価
値
が

あ
る
。

神
宮
農
業
館
日
本
最
古
の

産
業
博
物
館

　

第
六
十
一
回
神
宮
式
年
遷
宮
を

記
念
し
て
開
館
。
遷
宮
に
際
し
て
、

文
化
勲
章
受
章
者
や
重
要
無
形
文

化
財
保
持
者（
人
間
国
宝
）と
い
っ

た
そ
の
時
代
を
代
表
す
る
作
家
か

ら
、
神
宮
に
奉
納
さ
れ
た
絵
画
や

書
、
彫
塑
、
工
芸
を
収
蔵
し
、
テ
ー

マ
に
沿
っ
て
展
示
。
当
代
美
術
の

粋
を
一
堂
の
も
と
に
鑑
賞
で
き
る

全
国
で
も
類
の
な
い
美
術
館
で
、

作
品
を
通
し
て
神
々
を
敬
う
心
を

う
か
が
い
知
る
こ
と
が
で
き
る
。

毎
年
、
歌
会
始
の
御
題
に
よ
せ
た

特
別
展
を
行
っ
て
い
る
。

　

ゆ
っ
た
り
と
し
た
展
示
で
静
か

な
館
内
か
ら
は
庭
園
が
見
渡
せ
、

心
安
ら
ぐ
空
間
が
広
が
る
。

神
宮
美
術
館
真
心
こ
も
っ
た

献
納
作
品
を
展
示

台
湾
原
産
の
タ
イ
ワ
ン
フ
ウ
や
タ
イ

ワ
ン
ツ
バ
キ
、
ま
た
秋
か
ら
開
花
す

る
桜
も
見
ら
れ
る
。
晩
秋
か
ら
は
多

く
の
品
種
を

集
め
た
ツ
バ

キ
の
彩
り
も

楽
し
め
る
。

入
園
無
料
。

倭
姫
文
化
の
森
・
美
術
館
四
季
の
こ
み
ち

倉く

ら

田た

山や

ま

を
歩
こ
う

文化財も多い貴重な展示

内宮殿舎配置模型

ゆったりとした展示神宮農業館珍しいものが並ぶ館内
美術館四季のこみち

神宮美術館

神宮徴古館

粗ナリト謂ヘドモ廉価ニシテ堅固
創業寛延三年（1750）、環境を守り、
資源を生かし、新たな時代の構築へ

角仙合同株式会社 
〒516-0009 三重県伊勢市河崎１丁目8-29
TEL:0596-25-7100 FAX:0596-28-1110

日用品雑貨
業務用総合卸問屋

http://www.ise-shunkei.com

ふ
る
さ
と
の
漆
器 

伊
勢
春
慶
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１
伊い

雑ざ
わ
の

宮み
や

（
志
摩
市
磯
部
町
上か
み

之
郷
）

　

御
贄
処
を
求
め
て
倭
姫
が
志
摩

の
国
を
巡
っ
た
折
り
、
創
建
さ
れ

た
の
が
起
源
と
伝
え
ら
れ
る
内
宮

の
別
宮
。
昔
か
ら
近
郷
の
人
々
の

信
仰
を
集
め
、「
い
ぞ
う
ぐ
う
さ

ん
」、「
磯
部
の
大
神
宮
さ
ん
」
と

親
し
み
を
こ
め
て
呼
ば
れ
、
漁
師

や
海あ

女ま

の
崇
敬
が
あ
つ
い
。

　

本
殿
の
隣
の
敷
地
に
は
御ご

料り
ょ
う

田で
ん

が
あ
り
、
毎
年
六
月
二
十
四
日
に

行
わ
れ
る
「
磯
部
の
御お

神み

田た

」
は
国

の
重
要
無
形
文
化
財
に
指
定
さ
れ
、

大
阪
の
住
吉
大
社
、
千
葉
の
香
取

神
宮
と
と
も
に
日
本
三
大
御
田
植

祭
の
一
つ
に
数
え
ら
れ
て
い
る
。

２
佐さ

美み

長な
が

神
社
（
磯
部
町
恵え

利り

原は
ら

）　

　

伊
雑
宮
か
ら
西
南
に
八
百
㍍
ほ

ど
離
れ
た
丘
に
あ
る
、
伊
雑
宮
の

所
管
社
。
祭
神
は
五
穀
豊
穣
の
守

護
神
で
あ
る
大お
お

歳と
し
の

神か
み

で
、『
倭
姫

命
世
記
』
の
伝
説
を
由
緒
と
し
て

い
る
。

…
…
天あ
ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

が
五
十
鈴
の
川

上
に
鎮
座
さ
れ
た
翌
年
の
秋
、
真ま

名な

鶴づ
る

の
鳴
き
声
が
響
く
の
で
調
べ

さ
せ
る
と
、
伊
雑
の
葦あ
し

原は
ら

に
一
本

の
茎
か
ら
千
の
穂
に
茂
っ
て
い
る

稲
が
あ
っ
た
。
倭
姫
命
は
「
鳥
す

ら
御
田
を
作
っ
て
大
神
に
捧
げ
よ

う
と
し
て
い
る
」
と
感
激
し
、
そ

の
見
事
な
稲
を
抜ぬ
い

穂ほ

と
し
て
供
え

る
よ
う
に
命
じ
、
真
名
鶴
を
大
歳

神
と
称
え
て
お
祀
り
し
た
…
…
。

　

地
元
で
は「
穂ほ

落お
と
し

さ
ん
」
と
呼
び
、

稲
の
豊
作
・
病
虫
害
駆
除
の
祈
願

を
こ
め
る
人
が
多
い
と
い
う
。

　

志
摩
の
国
の
最
東
端
・
国
崎
は

身
の
詰
ま
っ
た
上
質
な
ア
ワ
ビ
が

獲
れ
る
こ
と
で
知
ら
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
ア
ワ
ビ
を
召
し
上
が
っ
た

倭
姫
命
は
お
い
し
さ
に
感
動
し
、

大
神
の
御
饌
に
献
上
す
る
よ
う
命

じ
、
こ
の
地
を
御
贄
処
に
定
め
た
。

４�

鎧よ
ろ
い

崎ざ
き

灯
台
・
倭
姫
命
巡
行
旧
跡

の
碑
・
神
宮
御
料
鰒あ

わ
び

調

製
所
（
鳥
羽
市
国
崎
町
）

　

灯
台
下
の
荒
磯
は
普
段

は
禁
漁
区
。
森
の
入
口
に

あ
る
神
宮
御
料
鰒
調
製
所

で
は
、
六
月
と
十
二
月
の

月つ
き

次な
み

祭
、
十
月
の
神か
ん

嘗な
め

祭

の
神し
ん

饌せ
ん

に
欠
か
せ
な
い

「
熨の

斗し

鰒
」
が
、
昔
か
ら
伝

わ
る
し
き
た
り
ど
お
り
に

国
崎
の
古
老
た
ち
の
奉
仕

倭
姫
ゆ
か
り
の
地
め
ぐ
り

倭
姫
命
が
お
供
え
物
を
奉
納
す
る
御み

贄に
え

処ど
こ
ろ

に
定
め
た
ゆ
か
り
の

地
と
、
地
元
で
今
も
語
り
継
が
れ
る
伝
承
の
地
を
、
伊
勢
志
摩

の
海
辺
に
里
に
、
訪
ね
て
み
よ
う
。

22

22
近
鉄
志
摩
線

65

37530

750

128

32

伊勢二見鳥羽ライン

たき

たまる

みやがわ
ふたみのうら

宇治山田

五十鈴川

伊勢市

鳥羽

鵜方

志摩磯部

賢島

やまだかみぐち

近鉄山田線

伊勢

伊勢西

玉城

勢和多気
多気PA

奥伊勢PA

勢和多気
　　ＪＣＴ

伊
勢
自
動
車
道

菅島

神島

答志島

伊勢志摩
スカイライン

多気町

大紀町

サニーロード

伊勢道路

第二伊勢道路

パールロード

玉城町

明和町

度会町

伊勢市 鳥羽市

二見町

国崎町

磯部町

南伊勢町

志摩市151

12

10
11

6

4
5

3
8

7

9

多岐原神社
瀧原宮

1
2

作
業
に
よ
っ
て
調
製
さ
れ
、
納
め

ら
れ
て
い
る
。

５�

海あ

士ま

潜か
づ
き

女め

神
社
（
国
崎
町
）

　

倭
姫
に
ア
ワ
ビ
を
献
上
し
た
と

い
わ
れ
る
伝
説
の
海
女
「
お
べ
ん
」

を
潜
女
神
と
し
て
祀
る
。
伊
勢
志

摩
す
べ
て
の
海
士
・
海
女
の
豊
漁

と
安
全
の
守
り
神
。

６�

堅か
た

田だ

神
社
（
伊
勢
市
二
見
町
茶
屋
）・

御み

塩し
お

殿ど
の

神
社
（
二
見
町
荘
）

　

御
塩
は
米
や
鰒
と
と
も
に
神
宮

の
大
切
な
お
供
え
物
で
あ
る
ば
か

り
で
な
く
、
お
祭
り
の
浄
め
に
も

欠
か
す
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

巡
行
の
途
中
、
二
見
の
浜
に
御

船
を
留
め
た
倭
姫
に
土
地
の
神
が

堅か
た

塩し
お

を
奉
っ
た
の
で
堅
田
神
社
を

定
め
、
神
前
に
供
え
る
塩
を
こ

の
浜
で
作
る
よ
う
命
じ
た
と
伝

わ
る
。
現
在
は
五
十
鈴
川
沿
い
の

御
塩
浜
で
海
水
を
汲
み
上
げ
、
濃

縮
し
て
煮
詰
め
、
さ
ら
に
神
社
の

御
塩
殿
で
焼
き
固
め
て
調
製
し
て

い
る
。

伊
勢
志
摩
エ
リ
ア倭姫命の言い伝えが残る伊勢志摩一帯。

命（みこと）にまつわる地名も多い。

佐美長神社。佐美長御前神社四社も祀る

磯部の御神田。勇壮な竹取神事

伊雑宮の近くにある倭姫命の旧跡地

海士潜女神社。7 月 1 日の大祭で御神楽を奉納

鎧崎灯台。船乗りが暗礁と潮流を恐れた岬

10 月 5 日の御塩殿祭で焼き固めて堅塩にする

私の旅行スタイル、ふるさと納税。

鳥羽市観光協会

鳥羽市ふるさと納税

鳥羽に旅行するなら「宿泊観光周遊券」が絶対お得！
寄附金額の3割分の宿泊観光周遊券をお贈りします。

海
の
幸
に
も
恵
ま
れ
た
米
ど
こ
ろ
―
―
志
摩
の
磯い

そ

部べ

命み
こ
と

は
御
船
に
乗
り
、
御み

饌け

御み

贄に
え

の
調
達
場
所
を

定
め
に
、
ま
ず
志
摩
の
国く

崎ざ
き

嶋じ
ま

へ
…
…

神
の
御み

塩し
お

は二
見
の
浜
で

３
倭
姫
命
の
旧
跡
地

　

伊
雑
宮
の
二
百
㍍
ほ
ど
北
に
案

内
板
が
あ
り
、
大
正
末
年
に
掘
り

出
さ
れ
た
大
楠
の
残
根
と
天
井
石

が
祀
っ
て
あ
る
。
近
く
に
池
や
秋

葉
堂
も
あ
り
、
小
公
園
に
な
っ
て

い
る
。

インターネットを経由して、時間と場所の制限なく24 時間いつでも受験できます。

 

       

検定「お伊勢さん」

伊勢神宮と共に歩んできた
「伊勢」の歴史や文化を学んで、
伊勢をもっと好きになろう！

詳細は公式 HP で

お問い合わせ
伊勢商工会議所　お伊勢さん検定係
☎ ０５９６－２５－５１５３

IBT方式
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倭
姫
が
瀧た
き

原は
ら

宮の
み
や

か
ら
の
途
中
、

訪
れ
た
と
『
世
記
』
が
記
す
度
会

町
に
は
、
渇
い
た
喉
を
癒
し
た
と

伝
わ
る
「
川
上
の
清
水
」、
休
息

し
た
と
い
う
「
乙
女
岩
」
な
ど
、

数
々
の
伝
承
が
残
っ
て
い
る
。

７
倭
姫
命
の
祠ほ

こ
ら

（
度
会
町
和わ

井い

野の

）

　

県
道
22
号
東
側
の
里
。
地
名
が

倭
姫
に
由
来
し
、
銅ど
う

葺ぶ

き
屋
根
の

小
さ
な
祠
を
祀
っ
て
い
る
。

８
久く

具ぐ

都つ

比ひ

売め

神
社（
度
会
町
上
久
具
）

　

和
井
野
か
ら
一
之
瀬
川
沿
い
に

下
っ
た
命
が
定
め
た
と
さ
れ
る
内

宮
摂
社
。
宮
川
に
架
か
る
久
具
都

比
売
橋
近
く
に
あ
り
、
こ
の
地
の

水
の
神
、
五
穀
の
神
を
祀
る
。

９
倭
姫
命
腰こ

し

掛か
け

岩
（
南
伊
勢
町
河こ

内う
ち

）

　

倭
姫
は
瀧
原
宮
か
ら
険
し
い
檜ひ
の
き

尾お

峠
越
え
の
難
路
で
海
岸
に
出

た
、
と
地
元
に
伝
わ
り
、
命
が
疲

れ
を
癒
そ
う
と
腰
か
け
た
と
さ
れ

る
岩
と
石
碑
が
国
道
二
六
〇
号
沿

倉
時
代
に
編
集
さ
れ
た
『
倭

姫
命
世
記
』
に
よ
る
と
、

第
十
一
代
垂す
い

仁に
ん

天
皇
の
皇
女
倭
姫
命

が
、
御み
つ

杖え

代し
ろ

と
し
て
天あ

ま

照て
ら
す

大お
お

御み

神か
み

を

奉ほ
う

戴た
い

し
て
、
宮
川
下
流
の
磯い

そ
の

宮み
や

を
お

発た

ち
に
な
り
、
上
流
の
方
に
御
鎮
座

の
地
を
求
め
て
お
進
み
に
な
る
と
、

砂
を
も
流
す
急
流
の
瀬
が
あ
り
困
っ

て
お
ら
れ
た
の
で
、
真ま

奈な

胡ご
の

神か
み

が
お

出
迎
え
を
し
て
お
渡
し
申
し
上
げ
ま

し
た
。
そ
こ
で
命
は
そ
の
と
こ
ろ
に

真
奈
胡
神
を
ま
つ
る
御み

瀬せ
の

社や
し
ろ

を
お
定

め
に
な
っ
た
の
で
す
が
、
こ
れ
が
今

の
皇
大
神
宮
摂
社
多た

岐き

原は
ら

神
社
で
す
。

命
は
さ
ら
に
真
奈
胡
神
の
案
内
で
お

進
み
に
な
る
と
、「
大
河
之
瀧
原
之
国
」

と
い
う
麗
し
い
土
地
が
あ
っ
た
の
で
、

こ
の
地
に
宇う

太だ

の
大お
お

宇う

禰ね

奈な

に
指
示

し
て
荒
草
を
刈
り
取
払
わ
せ
て
宮
殿

を
造
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

神
宮
考
証
学
の
泰た
い

斗と

と
さ
れ
る
御み

巫か
ん
な
ぎ

清
直
は
『
太
神
宮
本
記
帰き

正せ
い

鈔し
ょ
う

』

に
お
い
て
「
宮
ト
ハ
瀧
原
宮
、
同
並

宮
ノ
二
宮
ヲ
謂
フ
」と
述
べ
て
い
ま
す
。

こ
れ
が
瀧
原
宮
と
瀧
原
竝な
ら
び

宮の
み
や

の
起
源

と
い
え
ま
し
ょ
う
。
延
暦
二
十
三
年

（
八
〇
四
）
撰
述
の
『
皇
太
神
宮
儀
式

帳
』
に
「
天
照
大
神
遙と
お

宮の
み
や

」、
延
長
五

年（
九
二
七
）成
立
の『
延
喜
大
神
宮
式
』

に
「
大
神
遙
宮
」「
伊
勢
と
志
摩
と
の

境
の
山
中
、
大
神
宮
西
を
去
る
九
十

里
」（
原
漢
文・儀
式
帳
で
は
九
十
二
里
）

と
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

瀧
原
竝
宮
に
つ
い
て
は
、
儀
式
帳

と
大
神
宮
式
に
は
存
在
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
が
、『
延
喜
神じ
ん

名み
ょ
う

式
』
に
は
記

載
が
な
い
た
め
、
創
祀
に
関
し
不
明

な
点
が
多
く
種
々
の
解
釈
が
な
さ
れ

て
い
ま
す
。
儀
式
帳
に
お
け
る
瀧
原
竝

宮
の
存
在
は
、
書
写
の
過
程
に
お
け
る

追
筆
と
唱
え
る
研
究
者
も
い
ま
す
。
延

喜
式
の
施
行
は
康
保
四
年
（
九
六
七
）

で
あ
り
、
編
集
着
手
か
ら
六
十
余
年

の
こ
の
間
で
修
正
加
筆
が
な
さ
れ
て

い
た
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
奏
進
後
に
竝
宮

が
瀧
原
宮
か
ら
分
立

し
、
大
神
宮
式
に
は

登
載
さ
れ
た
が
、
神

名
式
の
訂
正
は
さ
れ

な
か
っ
た
と
い
う
見

方
も
あ
り
、
瀧
原
竝

宮
の
創
祀
に
関
し
て

は
今
な
お
不
明
な
点

が
多
い
の
で
す
が
、

い
ず
れ
に
し
ろ
平
安

中
期
に
は
瀧
原
宮
同

様
遷
宮
の
制
度
が
定

ま
っ
て
い
た
と
思
わ

れ
ま
す
。

　

瀧
原
宮
及
び
瀧
原
竝
宮
と
も
皇す
め

大お
お

御み

神か
み

御の
み

魂た
ま

を
奉
斎
し
て
い
ま
す
。
こ

れ
は
皇
大
神
宮
に
皇
大
御
神
を
奉
祀

し
、
同
別
宮
荒
祭
宮
に
皇
大
御
神
の

荒あ
ら

御み

魂た
ま

を
奉
斎
す
る
姿
の
古
い
形
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
江
戸
後
期
の
内

宮
禰ね

宜ぎ

中
川
経つ
ね

雅た
だ

は
『
大
神
宮
儀
式

解か
い

』
に
お
い
て
竝
宮
に
つ
い
て
「
瀧

原
宮
は
本
宮
の
御み

霊た
ま

を
拝
お
ろ
が
み

奉ま
つ

る
な

り
。
そ
の
瀧
原
宮
の
御
神
の
荒
御
魂

を
ま
つ
る
歟か

」
と
解
説
し
、
江
戸
末

期
の
内
宮
禰
宜
薗
田
守
良
は
『
神
宮

典
略
』
に
お
い
て
「
荒
祭
宮
の
遙
宮

の
意
と
云
ざ
る
事
に
も
あ
ら
ん
か
」

と
説
明
し
た
上
で
、
経
雅
の
説
に
肯

定
し
つ
つ
慎
重
な
姿
勢
を
示
し
て
い

ま
す
。
そ
し
て
神
宮
皇
學
館
教
授
・

阪
本
葊
太
郎
氏
も
『
神
宮
祭
祀
概
説
』

で
皇
大
御
神
の
荒
御
魂
で
あ
ろ
う
と

考
証
し
て
い
ま
す
。

（
お
と
わ 

さ
と
る
）
…
神
宮
司
庁
広
報
室
次

長
。
滋
賀
県
生
ま
れ
、
平
成
四
年
に
皇
學
館

大
学
大
学
院
博
士
前
期
課
程
国
史
学
専
攻
修

了
。
神
宮
研
修
所
講
師
、
皇
學
館
大
学
神
職

養
成
室
明
階
総
合
課
程
検
定
講
師
も
務
め
る
。

著
書
に
神
道
文
化
叢
書
第
39
輯
『
悠
久
の
森

―
神
宮
の
祭
祀
と
歴
史
』
ほ
か
。

◀�

倭
姫
命
が
疲
れ
を
癒
そ
う
と
腰
か
け
た
岩

が
石
碑
裏
に
あ
る
。

「伊勢神宮カケチカラ会」の由緒を記した記念碑

橋たもとの緑の森に久具都比売神社が鎮座する 一之瀬川の上流部、度会大宮線沿いの「川上の清水」

文
／
神
宮
司
庁
広
報
室
次
長　

音
羽　
悟

瀧
原
宮
の
創そ
う

祀し

に
つ
い
て

鎌

伊勢鳥羽みちくさきっぷ（フリーきっぷ）運賃
■ １日 (1DAY)　… 大人 1,200円　小児 600円
■ ２日 (2DAYS) … 大人 1,800円　小児 900円

〒514- 8635　津市中央１番１号　TEL. 059-229-5511
URL. https://www.sanco.co.jp/

フリー乗降区間や発売場所は
HPをご覧ください！

伊勢鳥羽方面へお出かけの際は、
観光施設割引がついた乗り降り
自由なバスフリーきっぷで！

大
河
の
南
の
道
を
進
む
と
美
し
い
野
に
お
着
き
に
な
り
、

和わ

比び

野の

と
名
付
け
ま
し
た
…
…

一
面
の
稲
田
に“
も
う
一
つ
の
真
名
鶴
伝
説
”
―
―
明
和

神
宮
と
関
わ
り
深
い

贄
の
海
辺
―
―
南
伊
勢

い
の
鳥
居
の
奥
に
あ
る
。
近
く
の

河
内
川
東
岸
の
山
頂
に
鎮
座
す
る

仙せ
ん

宮ぐ
う

神
社
に
は
古
代
の
祭
祀
跡

「
磐い
わ

座く
ら

」
が
残
り
、
古
墳
時
代
の

遺
物
が
出
土
。
神
宮
の
外
宮
と
関

わ
り
が
深
い
由
緒
を
も
つ
。

10�

カ
ケ
チ
カ
ラ
発
祥
記
念
碑

　
（
明
和
町
根
倉
）

　
『
世
記
』
に
よ
れ
ば
、
志
摩
の

国
で
真
名
鶴
に
よ
る
出
来
事
が

あ
っ
た
翌
年
の
秋
、
ま
た
鶴
の

声
が
響
く
の
で
調
べ
さ
せ
る
と
、

佐さ

さ々

牟む

江え
の

宮み
や

前
の
葦
原
の
中
に
、

先
端
が
八
百
の
穂
に
茂
っ
た
稲
が

生
え
て
い
た
。
倭
姫
命
は
半
分
を

抜
穂
で
、
半
分
は
茎
ご
と
「
大お
お

税ち
か
ら

」
に
刈
り
取
ら
せ
て
大
神
に

奉た
て
ま
つ

っ
た
と
い
う
。

　

こ
の
伝
承
を
も
と
に
、
昭
和

二
十
四
年
「
カ
ケ
チ
カ
ラ
会
」
が

発
足
し
、
毎
年
、
神
宮
の
神
嘗
祭

と
新に
い

嘗な
め

祭
に
懸か
け

税ち
か
ら

を
奉
納
。
そ
の

由
緒
を
記
し
た
記
念
碑
が
笹
笛
橋

の
東
詰
に
建
て
ら
れ
て
い
る
。

11
佐
々
牟
江
宮
跡
（
明
和
町
山
大
淀
）

　

説
明
板
の
奥
の
田
の
中
に
、「
竹

佐
々
夫
江
旧
跡
」
と
刻
ん
だ
高
さ

一
㍍
ほ
ど
の
石
碑
が
立
っ
て
い
る
。

12
斎さ

い

宮く
う

歴
史
博
物
館
（
明
和
町
竹
川
）

　

天
皇
の
代
わ
り
に
未
婚
の
皇
女

が
伊
勢
の
大
神
に
仕
え
る
斎さ
い

王お
う

制

度
は
、
天
武
天
皇
の
時
代
に
確
立

し
、
南
北
朝
時
代
に
廃
絶
し
た
。

こ
の
制
度
の
基
に
な
っ
た
の
が
倭

姫
命
で
あ
る
。
博
物
館
で

は
広
大
な
斎
宮
跡
（
国
指

定
史
跡
）
の
発
掘
の
成
果

を
分
か
り
易
く
展
示
・
解

説
し
て
い
る
。

　
　
　

　

は
る
か
昔
に
、
都
か
ら

お
い
で
に
な
っ
た
高
貴
な

姫
君
・
倭
姫
―
―
。
そ
の

名
は
、
崇
敬
と
親
し
み
を

こ
め
て
、
今
で
も
伊
勢
志

摩
の
各
地
に
伝
え
続
け
ら

れ
て
い
る
。

瀧原宮（右）と瀧原竝宮。「大神の遙宮」として鎮まる

宮川の三瀬の渡し付近に船が浮かぶ 宮川そばの多岐原神社。御祭神は真奈胡神



　内宮神域を流れる五十鈴川をはじめ、伊
勢志摩の御水・名水どころを、美しい６枚
の写真と詩歌で紹介しています。

　
倭
姫
宮
創
建
百
周
年
を
機
に
、
こ

の
一
年
の
旅
は
元
伊
勢
め
ぐ
り
だ
っ

た
。
極
力
歩
き
、
の
ど
か
な
田
園
風

景
や
旧
街
道
の
ひ
な
び
た
風
情
を
楽

し
ん
だ
。
そ
れ
ぞ
れ
の
宮
社
は
立
派

で
管
理
が
行
き
届
き
、
現
在
に
至
っ

て
も
倭
姫
命
への
篤
い
崇
敬
が
寄
せ
ら

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
る
。
神
の
御
心

を
伝
え
る
純
粋
さ
を
持
ち
、
神
宮
の

祭
り
や
制
度
を
定
め
た
ク
レ
バ
ー
な

姫
。
11
月
の
奉
祝
行
事
で
、
そ
の
こ

と
を
再
認
識
し
た
い
。（
元
美
）

■
ス
タ
ッ
フ　

発
行
人　
中
村
賢
一

編
集
長　
中
村
元
美

編　
集　
福
所
淳
子　
出
口
伊
都
穂

制　
作　
髙
木
恵
奈
（
ア
イ
ブ
レ
ー
ン
）

印　
刷　
ゴ
ー
ト
ッ
プ

ご
案
内

令
和
６
年
版

「
伊
勢
講
暦
」（
カ
レ
ン
ダ
ー
）

11
月
上
旬
発
売

テ
ー
マ
　「
お
伊
勢
さ
ん
の
水
」

撮影／阪本 博文　　発行／伊勢文化舎　
定価／ 1 部 660 円（税込）送付の場合 1700 円
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コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
、
改
め
て
日
本

の
自
然
や
歴
史
が
見
直
さ
れ
、
特
に

若
い
人
た
ち
に
そ
の
傾
向
が
強
く
見

ら
れ
ま
す
。
そ
し
て
今
の
世
界
の
関

心
事
は
S
D
G
s（
持
続
可
能
な
開

発
目
標
）。
二
十
年
に
一
度
、
す
べ

て
の
社
殿
、
神
宝
御
装
束
を
一
新
し

て
大
神
に
お
遷
り
願
う
神
宮
式
年
遷

宮
と
、
御
料
を
自
給
自
足
す
る
神
宮

の
営
み
を
知
る
こ
と
は
、
持
続
可
能

な
生
活
を
考
え
る
絶
好
の
機
会
。
伊

勢
の
地
か
ら
発
信
し
て
い
き
ま
す
。

お
伊
勢
さ
ん
ニ
ュ
ー
ス
に
つ
い
て

編
集
長
雑
感

配布・購読のご案内

ニュース１号・２
号がダウンロード
できます

次
号
は

令
和
６
年
６
月
頃
発
刊
予
定

令和5年10月1日号 8

倭
姫
宮
秋
の
例
大
祭
と
ご
鎮
座
１
０
０
周

年
を
記
念
し
た
企
画
展
。
９
人
の
女
性
伝

統
工
芸
職
人
の
グ
ル
ー
プ
「
凜
九
」
の
展

示
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
（
有
料
）
や
販

売
も
あ
る
。
和
紙
人
形
作
家
・
阿
部
夫
美

子
さ
ん
の
作
品
も
展
示
。

時 �

10
時
～
17
時

所 

お
か
げ
横
丁　

大
黒
ホ
ー
ル

問 

お
か
げ
横
丁
催
事
企
画
部

　

 

℡
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
２
７

み
ち
ひ
ら
き
の
神
様
・
猿
田
彦
大
神
を
祀

る
神
社
の
秋
の
例
祭
。

時 �

４
日
17
時
～
、
５
日
10
時
～

所 

伊
勢
市
、
猿
田
彦
神
社

問 

猿
田
彦
神
社

　

 

℡
０
５
９
６
・
２
２
・
２
５
５
４

春
と
秋
年
２
回
開
催
さ
れ
る
市
。
伊
勢
志

摩
の
地
場
産
品
な
ど
が
並
び
、
地
元
の
人

や
観
光
客
で
賑
わ
う
。

時 �

９
時
30
分
～
15
時
30
分

所 

外
宮
バ
ス
停
前
広
場
周
辺

問 

伊
勢
楽
市
実
行
委
員
会

　

 

℡
０
５
９
６
・
２
８
・
３
７
０
５

海
上
安
全
、
大
漁
満
足
、
地
区
住
民
の
幸

福
を
祈
願
す
る
祭
り
。
カ
ツ
オ
神
輿
、
御

船
神
輿
、
鯛
神
輿
や
女
性
だ
け
で
担
ぐ
カ

ジ
キ
マ
グ
ロ
神
輿
が
町
内
を
練
り
歩
く
。

時 �

神
社
神
輿
出
発　

13
時

所 �

南
伊
勢
町
、
田
曽
浦
漁
村
セ
ン
タ
ー
前
、
宿

浦
消
防
団
詰
め
所
前
広
場

問 

田
曽
浦
区
事
務
所

　

 

℡
０
５
９
９
・
６
９
・
３
１
７
５

16
日
に
当
日
祭
。
19
日
の
奉
祝
祭
は
、
楽

師
に
よ
る
雅
楽
の
奉
納
や
頭
之
福
餅
の
餅

ま
き
が
あ
る
。

時 

奉
祝
祭　

祭
典
：
11
時
30
分
～

所 �

大
紀
町
大
内
山
、
頭
之
宮
四
方
神
社

問 

頭
之
宮
四
方
神
社

　

 

℡
０
５
９
８
・
７
２
・
２
３
１
６

天
皇
陛
下
が
宮
中
で
新
穀
を
神
々
に
奉
ら

れ
る
の
に
際
し
て
行
わ
れ
る
祭
り
。

時 �

外
宮
奉
幣
：
23
日
７
時
～
、
内
宮
奉
幣
：
23

日
14
時
～

所 �

伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
外
宮
、
内
宮
ほ
か

問 

神
宮
司
庁　

℡
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

海あ

士ま

潜か
づ
き

女め

神
社
で
海
の
恵
み
の
豊
漁
を
祈

願
す
る
神
事
。
蒙
古
襲
来
の
故
事
に
ち
な

み
、
ミ
ズ
ノ
キ
で
小
舟
（
15
㎝
）
と
オ
オ

フ
ネ
（
45
㎝
）を
作
っ
て
供
え
る
。

所 

鳥
羽
市
国
崎
、
海
士
潜
女
神
社

問 

国
崎
町
内
会

　

 

℡
０
５
９
９
・
３
３
・
７
４
２
８

新
嘗
祭
の
日
に
新
穀
に
感
謝
し
、
お
は
ら

い
町
を
猿
田
彦
神
社
の
ご
本
殿
と
同
じ

「
さ
だ
ひ
こ
造
り
」
の
大
神
輿
を
担
ぎ
練

り
歩
く
。

所 �

伊
勢
市
、
猿
田
彦
神
社
～
お
は
ら
い
町
～
内

宮
宇
治
橋
前

問 

猿
田
彦
神
社

　

 

℡
０
５
９
６
・
２
２
・
２
５
５
４

12
月
の
月
次
祭
の
御
料
酒
が
、
う
る
わ
し

く
醸
造
さ
れ
る
よ
う
お
祈
り
を
す
る
。

時 

10
時
～

所 �

伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
内
宮

問 

神
宮
司
庁　

℡
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

夫
婦
岩
に
大
注
連
縄
を
新
た
に
張
り
渡
す

神
事
。
木
遣
り
唄
が
流
れ
る
中
、
お
祓
い

を
受
け
た
５
本
の
大
注
連
縄
が
氏
子
ら
に

よ
っ
て
夫
婦
岩
に
張
り
渡
さ
れ
る
。

時 
10
時
～

所 �
伊
勢
市
、
二
見
興
玉
神
社

問 

二
見
興
玉
神
社

　

 

℡
０
５
９
６
・
４
３
・
２
０
２
０

暦
を
二
分
す
る
６
月
と
12
月
に
、
皇
室
の

弥
栄
と
国
民
の
平
安
を
祈
っ
て
行
わ
れ
る

大
祭
。
三
節
祭
の
一
つ
。

時 �

外
宮
奉
幣
：
16
日
12
時
～
、
内
宮
奉
幣
：
17

日
12
時
～

所 �

伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
外
宮
、
内
宮
ほ
か

問 

神
宮
司
庁　

℡
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

大
宮
司
以
下
の
神
職・楽
師
を
祓
い
清
め
る
。

時 

15
時
～

所 �

伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
内
宮

問 

神
宮
司
庁　

℡
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

神
服
織
機
殿
神
社
・
神

麻
続
機
殿
神
社
で
奉
織

さ
れ
た
和
妙
（
絹
）・
荒

妙（
麻
）の
二
種
類
の
神

御
衣
が
縫
い
糸
や
針
を

添
え
て
供
え
ら
れ
る
。

時 �

内
宮
：
12
時
～
、荒
祭
宮
：

正
宮
に
引
き
続
き

所 �
伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
内

宮
・
荒
祭
宮

問 
神
宮
司
庁　

℡
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

浜
島
の
宇
気
比
神
社
の
例
大
祭
。
五
穀
豊

穣
、
大
量
満
足
、
山
幸
海
幸
に
感
謝
し
、

実
り
の
秋
を
寿
ぎ
、
子
ど
も
神
輿
や
御
船

曳
き
が
町
に
出
る
。

所 

志
摩
市
浜
島
町
、
宇
気
比
神
社

問 

宇
気
比
神
社

　

 

℡
０
５
９
９
・
５
３
・
０
０
８
８

伊
勢
神
宮
の
一
年
で
最
大
の
祭
り
。
そ
の

年
の
新
穀
を
お
供
え
し
、
神
様
の
常
若
を

祈
り
、
豊
穣
に
感
謝
す
る
祭
り
。

時 �

外
宮
奉
幣
：
16
日
12
時
～
、
内
宮
奉
幣
：
17

日
12
時
～

所 

伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
外
宮
、
内
宮
ほ
か

問 

神
宮
司
庁　

℡
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

奉
曳
車
に
お
初
穂
を
載

せ
市
内
を
奉
曳
し
、
外

宮
に
奉
納
す
る
行
事
。

時 � �

10
時
～
12
時
30
分

所 �

伊
勢
市
、
高
柳
商
店
街

（
今
社
付
近
）
～
県
道
22

号
～
伊
勢
神
宮
外
宮

問 

伊
勢
神
宮
奉
仕
会
事
務
局

	

℡
０
５
９
６
・
２
５
・
５
１
５
４

初
穂
舟
に
お
初
穂
を
載
せ
五
十
鈴
川
を
遡

り
、
内
宮
に
奉
納
す
る
行
事
。

時 �� �

10
時
～
14
時
30
分

所 �

伊
勢
市
、
五
十
鈴
川
浦
田
橋
付
近
～
伊
勢
神

宮
内
宮

問 

伊
勢
神
宮
奉
仕
会
事
務
局

　

 

℡
０
５
９
６
・
２
５
・
５
１
５
４

全
国
各
地
の
太
鼓
衆
が

伊
勢
に
集
い
、
日
々
の
感

謝
の
思
い
を
太
鼓
に
込
め

伊
勢
神
宮
に
奉
納
す
る
。

時 �

10
時
～
17
時
（
催
し
に

よ
り
異
な
る
）

所 ��

お
か
げ
横
丁
一
帯

問 

お
か
げ
横
丁
総
合
案
内

　

 

℡
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

神
嘗
祭
に
お
供
え
す
る
御
料
酒
が
う
る
わ

し
く
醸
造
で
き
る
よ
う
お
祈
り
し
、
全
国

の
酒
造
業
の
発
展
を
祈
願
す
る
祭
り
。

時 

10
時
～

所 

伊
勢
市
、
伊
勢
神
宮
内
宮

問 

神
宮
司
庁　

℡
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

神
嘗
祭
を
は
じ
め
、
す
べ
て
の
祭
典
に
お

供
え
す
る
堅
塩
を
焼
き
固
め
る
祭
り
。
あ

わ
せ
て
、
全
国
の
塩
業
の
発
展
を
祈
願
す

る
。

時 

10
時
～

所 

伊
勢
市
、
御
塩
殿

問 

神
宮
司
庁　

℡
０
５
９
６
・
２
４
・
１
１
１
１

神
宮
の神
嘗
祭
に
合
わ
せ
、
神
恩
感
謝
の

気
持
ち
を
も
っ
て
、
日
本
全
国
か
ら
取
り

寄
せ
た
産
物
を
神
宮
に
奉
納
し
、
神
様
に

秋
の
収
穫
を
感
謝
す
る
。

時 

10
時
～

所 

お
か
げ
横
丁

問 

お
か
げ
横
丁
総
合
案
内

　

 

℡
０
５
９
６
・
２
３
・
８
８
３
８

伊
勢
の
伝
統
芸
能
、
仕
舞
、
狂
言
、
連
吟
、

独
吟
な
ど
が
披
露
さ
れ
る
。

時 

12
時
～
15
時
30
分

所 

伊
勢
市
、
伊
勢
市
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　

 

い
せ
ト
ピ
ア

問 

伊
勢
の
伝
統
の
能
楽
を
継
承
す
る
会

　

 

会
長 

河
原
さ
ん

　

 

℡
０
５
９
６
・
３
6
・
４
１
９
０

マ
ー
チ
ン
グ
、
神
輿
、

太
鼓
な
ど
の
パ
レ
ー

ド
、
イ
ベ
ン
ト
広
場
で

の
演
奏
や
ダ
ン
ス
な

ど
が
行
わ
れ
る
。
８

日
に
は
東
京
デ
ィ
ズ

ニ
ー
リ
ゾ
ー
ト
® 

40

周
年
ス
ペ
シ
ャ
ル
パ

レ
ー
ド
を
実
施
。

時 �

７
日
９
時
40
分
～
21

時　

８
日
９
時
40
分
～
17
時
（
開
始
・
終
了

の
時
間
は
プ
ロ
グ
ラ
ム
調
整
に
よ
り
変
更
の

可
能
性
あ
り
）

所 �

伊
勢
市
、
高
柳
商
店
街
周
辺
～
県
道
鳥
羽
松

阪
線
～
伊
勢
市
駅
前
周
辺

問 ��

伊
勢
ま
つ
り
実
行
委
員
会
事
務
局
（
伊
勢
市

市
民
交
流
課
内
）

　

 

℡
０
５
９
６
・
２
１
・
５
５
４
９

１
日（
日
）　
御み

酒さ
か

殿ど
の

祭さ
い

５
日（
木
）　
御み

塩し
お

殿ど
の

祭さ
い

14
日（
土
）　
浜
島
神
祭

15
日（
日
）　
初
穂
曳
（
陸お
か

曳
）

16
日（
月
）　
初
穂
曳
（
川
曳
）

14
日（
土
）　
神か
ん

御み

衣そ

祭さ
い

７
日
（
土
）

奉
祝
神
嘗
祭　
神
宮
奉
納
行
列

７
日（
土
）・
８
日
（
日
）

伊
勢
ま
つ
り

７
日
（
土
）

第
24
回
伊
勢
の
伝
統
の
能
楽
ま
つ
り

４
日
（
土
）・
５
日（
日
）

猿
田
彦
神
社　
秋
季
例
祭

４
日（
土
）・
５
日（
日
）

秋
の
伊
勢
楽
市

11
日（
土
）（
予
備
日
12
日（
日
））

港
ま
つ
り

16
日（
木
）・
19
日（
日
）

頭こ
う
べ

之の

宮み
や
四よ

方も
う
神
社
例
大
祭

23
日（
木
・
祝
）～
29
日（
水
）

新に
い

嘗な
め

祭さ
い

23
日（
木・祝
）　
新
嘗
祭（
二
船
祭
）

※�

デ
ー
タ
は
８
月
20
日
現
在
。
主
催
者
側
の
都

合
に
よ
り
変
更
ま
た
は
中
止
の
場
合
が
あ
る
。

伊
勢
志
摩
の

暦

　
東
京
の
方
に
伊
勢
神
宮
と
倭
姫
命

の
つ
な
が
り
、
命み

こ
と

の
人
物
像
な
ど
に

つ
い
て
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と
東
京

大
神
宮
と
共
催
し
て
「
倭
姫
命
」
講

座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き
／�

令
和
5
年
12
月
１
日
（
金
）

 　
　
　
18
時
30
分
～
20
時
30
分
ご
ろ
ま
で

＊�

18
時
～
神
宮
司
庁
制
作
「
倭
姫
命
の
旅
」

の
映
像
上
映

会
場
／�

東
京
大
神
宮 

マ
ツ
ヤ
サ
ロ
ン
4
階

「
五
十
鈴
の
間
」（
東
京
都
千
代
田
区
）

飯
田
橋
駅
徒
歩
5
分

講
師皇

學
館
大
学
名
誉
教
授　
　

櫻
井
治
男
氏

神
宮
司
庁
広
報
室
次
長　
　

音
羽　

悟
氏

文
筆
家　
　
　
　
　
　
　
　

千
種
清
美
氏

定
員
／
1
0
0
名
（
申
込
順
）
＊
入
場
無
料

共
催
／
東
京
大
神
宮
（
有
）
伊
勢
文
化
舎

後
援
／
神
宮
司
庁

協
力
／
N
P
O
法
人 

ち
ん
じ
ゅ
の
森

お
申
込
み
／
（
電
話
で
の
申
込
み
は
で
き
ま
せ
ん
）

ハ
ガ
キ
、
メ
ー
ルotayori@

isebito.com

FAX
0
5
9
6
・
2
3
・
5
2
4
1

お
問
合
せ
／
T
E
L
0
5
9
6
・
2
3
・
5
1
6
6

〒
5
1
6

－

0
0
0
8 

伊
勢
市
船
江
2
丁
目

2
2

－

2
5　

伊
勢
文
化
舎
内 

東
京
講
座
係

10 
月

11 

月

15
日（
日
）～
25
日（
水
）
神か
ん

嘗な
め

祭さ
い

28
日（
土
）
～
11
月
５
日（
日
）

令
和
５
年
倭
姫
宮
祭 

奉
祝
企
画
展

凜
の
集
い

倭
姫
宮
ご
鎮
座
一
〇
〇
周
年
記
念

「
伊
勢
神
宮
の
は
じ
ま
り
と

『
倭や

ま
と
　
ひ
め
の
　
み
こ
と

姫
命
』」
東
京
講
座

23
日（
木･

祝
）

猿
田
彦
神
社
み
ち
ひ
ら
き
大
神
輿

10
日（
日
）

夫め
お
と婦
岩い
わ
大お
お
注し
め
な
わ
連
縄
張は
り
神し
ん
事じ

15
日（
金
）～
25
日（
月
）

月つ
き

次な
み

祭さ
い

12 

月

１
日（
金
）
御
酒
殿
祭

31
日
（
日
）　
大お
お

祓は
ら
い

21
日（
土
）・
22
日（
日
）

第
21
回
神
恩
感
謝
日
本
太
鼓
祭


